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生体運動の合同班会議プログラム》

１９８７年１月５、６，７日

愛知厚生年金会館

名古屋市千種区池下町２－６３

(地下鉄東山線『池下駅ｊ下車徒歩２分）
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Ａ，講演時間は名演顕９分です。この内に質問時間２分を含みます。持ち時間を
超過した崎には、座長は講演打ち切りを要請して下さい。

Ｂ，名演者は、次の演題の座長をおつとめ下さい。

Ｃ、このプログラムはご案内を差し上げたときのＮａｉＩｉｎ９１ｉｓｔに従って発送し

てあります。研究協力者、班員以外の発表者へはお送りしていない場合があ

りますので、プログラムを御回覧下さい。

Ｄ・スライドは原則として一人８枚です。あらかじめ、『会場受け付けｊに用意

してあるスライ.ドホルダーに挿入し、チェックをすませておいて下さいα

Ｅ，１６ｍｍ映画の場合、セット、取り外しに時間がかかります。講演時間を超

過せぬよう御留意下さい。

Ｆ，講演を終えたスライドは、コーヒーブレイクの折りに「受け付けｊでお受け

取り下さい。

Ｐ

Ｌ、

ﾌ娃技恩一．索＞端一イ左頁雲玉21ﾖ陸X塞詣名言会言義
」

１月６日１２：２０より小会議室（百合の間）で行います。班員・班友の方々

の昼食は用意してあります。

Ｉ 勇醒楽尾会尊

１月７日１６：１５より行います。振るってご参加下さい。

三をｃＤｆ也

１．会場内は禁煙です。喫煙やお話はロビーでどうぞ。
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２．湯茶のサービスは出来ませんので－階のコーヒーショップ、又は近くの

コーヒーパーラーを、御利用下さい。、

３．次回の合同会議の開催責任者は、九大‘医・薬理の大槻磐男さんです。

次回班会議への要望‘注文などがありましたら、御遠慮なくメモを受け付

けへおよせください。まとめて大槻さんにお伝えいたします。

世話人；大槻磐男・馬淵一誠・佐藤英美・黒田英世
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１．５ｎｍ金微粒子で桶識した生体内微小管の視覚化と画像腰析
佐藤英美（名大・理）

２．細菌鞭毛モーターの電極モデル

村田勉・矢野脳文・清水博（東大．薬）

３．クラミドモナスの２本の鞭毛における振勧数の違い

神谷律・長谷川悦子（名大．理）ｨ"-〆

一〆４．機械的刺激により誘起されるウニ精子のＣａ２．依存性報毛反応

高橋景一・真行寺千佳子・村上彰（東犬ｂ理）
５．恥毛微小管のすべり運動におけるカー速度関係ＩＩ

大岩和弘・高槍景一（東大．理）

６．Ｃａイオノフォアで誘起したウニ卵付活璽位のイオン機構

小畑秀一・黒田英世（名大．理）

７．雄性発生初期のタイミング

米田満樹（京大．理）

８．ヤリイカ巨大神経における微小管構成成分の細胞内分布と膜胞トランス

ロケータータンパク質との関連

新井孝夫・松本元（筑波大．基礎医、電縫研）

９．CauIerpaからのチユーブリン調製

石崎泰樹・三川隆・江徳節郎．細谷浩史．横田悦雄

黒田満子（生理研、基生研、阪大．理）

１０．分裂抑止剤Ｔ－ｌによる紡遡体の構造変化

伊藤知彦・佐藤英美．小林昭厳（名大．理、岡山大．農）

１１．ＦＲＡＰ法によるウニ卵分裂装圃中の微小管の伽態

浜口幸久．鳥山優．酒井彦一・平本幸男（東工大．理、

東大・理、基生研）
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１２．増殖刺激によって誘起される速い細胞応答と細胞骨格

西田栄介・宮田愛彦・星美奈子．篠原由季子．酒井彦一

（東大・理）

１３．ウシ副腎１９０－ｋＤＭＡＰ

室伏（東大・理）

１４．培養筋細胞の微小管の局在

斉藤修・大日方昂（千葉大．理、東大．理）

１５．植物細胞における細胞壁の微小管安定化作用

柴岡弘郎（阪大・理）

１６．ウニ精子鞭毛のＢ－バンドタンパク質について
稲葉一男・毛利秀雄（東大．教養）
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１７．細胞分裂におけるＭＡＰ－１抗原のリン酸化

佐醗周子（愛知県がんセンター）

１８．ＮＢＤ－コルセミドのチユーブリンヘの結合

加藤豊樹・平塚寿章（名大・理、旭川医大．医）
１９．．抗ダイニン抗体と反応する乳鋤物細胞の蛋白稲について

吉田利通・伊豆津公作（三重大．医）

２０．ＰＣ１２細胞の神経突起伸長に伴う微小管結合蛋白質の合成とリン酸化
小林孝彰（慈恵医大・医化学）

２１．遠心雨微鏡による皮動物卵細胞質の力学的性質の熊析

金田勇・上坪英治・平本幸男（東工大‘理、－桧大．生物、
基生研）

２２．微小管の勘的不安定性とＭＡＰＳによるその制御

堀尾哲也（京大・理）

２３．微小管による膜小胞の形態変換

宝谷紘一・堀尾哲也（京大・理）

Ｐ

b民

２４．トリ赤血球のlvIar9inaIband徴小管

真鍋幸子・華山敦子。三木堆子（お茶大・理）

２５．ウシ血小板の細胞骨格

竹内喜久子・黒田清子・中村隆雄（阪大・理）

２６．血管内皮細胞骨格の機能と血流方向依存性

増田道隆・藤原敬己（国立循環器病センター）

２７．デスモソーム形質膜の堂離とその結合蛋白質

月田早智子・月田承一郎（東京都臨床研）

２８．砿骨細胞における骨吸収領域の細胞骨格

狩野由美子・斉藤宏学・石川春律（群馬大・医）

２９．肥満細胞の細胞骨絶について

三好和久・赤木正明・見尾光眉・児玉孝雄・田坂賢司

（岡山大・薬、岡山大・歯）

３０．神経細胞の細胞骨柁

石川春律・嶋田修（群馬大・医）

､３１．ストロボ型遠心顕微鏡による車軸震類節間細胞内質の粘度測定

上坪英治・金田勇〈一信大・生物、東工大・理）

３２．光によって制御される細胞質転位運動における微小管の帥態

前川誉実・永井玲子（阪大・教養）

３３．車軸震アクチン繊維を用いた原形質流動の再構成

河野匡・新免輝男（東大・理）

３４．シャジクモ原形質流動のリン酸化／脱リン酸化による調節

富永猿人．Ｒ､Wayne・Ｈ６Ｙ.Ｌ・Ｔｕｎ９・田沢仁（平安女学Ｉ

テキサス大、東大・理）

３５．隅子鞭毛運帥を阻害する梢中の蛋白質

奥野誠（東大。教養）
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田沢仁（平安女学院短大、
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３６．真性粘菌変型体のリズムと行勧

田仲広明・吉村英恭・三宅美博・今泉二節・永山国昭・
清水博（東大・薬、日本画子）

３７．変形体小片の収縮弛緩と収縮性繊維構造

石上三越・黒田清子・秦野節司（滋賀大・教育、阪大・理、
名大・理）

３８．粘菌変形体の収縮運助におけるＣａ２．の勘態
吉本康明（基生研）

３９．粘菌変形体の収縮‘弛媛とＣａイオン濃度誇

黒田律・秦野節司・吉本康明・平本幸男・黒田英世
（名大・理、基生研）

４０．Ｃａ感受性のある粘菌ミオシンのＣａ結合軽鎖の機能
小浜一弘（東大・医）

４１．粘菌フイザルム変形体ミオシンのＣａ２+結合性１４ｋ軽鎖の一次構造
小林智芳・高木尚・小西和彦・小浜一弘（東北大．理、
東大・医）

４２．変形体細胞骨格の形成過程でのＡＢＰ３６の役割とミオシンのリン酸化
荻原哲（阪大・教養）

４３．卵細胞分裂に'，不可欠”な「１５ｋ蛋白質ｊの機能について

細谷浩史・馬淵一誠・平本幸男（基生研、東大・教養、
東工大・理）

４４．ウニ卵の高分子量アクチン結合タンパク質

馬淵一誠（東大・教養、基生研）

、

ｆ
１
１
．
１
１
』
ｎ
Ｆ
’
０
凸
０
■
■
■
■
■
■
口
１
日
０
日
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｂ
■
７
７
０
■
．
９
１
Ｆ
１
１
■
■
■
■
日
日
■
■
Ⅱ
▽
Ｉ

１○言割一○～１三二１０

４５．テトラヒメナの熱ショック時に核内に出現するアクチン繊維束について

沼田治・常本実・広野珊文・中村照浩・渡辺良随
（上越教育大．生物、筑波大・生物科学）

４６．テトラヒメナ・アクチン遺伝子産物の同定とその細胞内局在および精製に．
つ い て

広野雅文・熊谷泰子・中村雅浩・渡辺良雄（筑波大・生物）
４７．血小板細胞骨ｲ8の動態急速凍結ディープエッチ法によるアプローチ

中田隆夫・広川信隆（東大・医）

４８．小腸上皮細胞刷子縁のアクチン関連細胞骨柁形成過程

竹村玲子・真崎知生・広川信隆（東大・医、筑波大・基礎医）
４９．筋ジスマウス筋編維の成長障害

戸塚武（愛知県コロニー）

５０．筋収縮の工ナジェティクスの離析

矢野雅文・田仲広明・清水博・月田承一郎（東大・薬、
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５４．複合糖脂質の軸索内輸送

黒川正則・五十嵐道弘（東大・医）

５５．ＡＴＰ合成酵素（クレアチンキナーゼ．アルギニンキナーゼ）の比較生化

学と系統樹

矢沢洋一・浅田尚豊（北海道教育大．旭川分校）

５６．ニワトリ筋胃クレアチンキナーゼの性質

浅田尚登・矢沢洋一（北海道教育大．旭川分校）

５７．骨格筋収縮時の超音波弾性率変化の筋節長依存性

杉晴夫・田村陽次郎・八田一郎（帝京大・医、鈴鹿工専、

名大・工）

５８．硬直筋に長さ変化をあたえたさいの高速Ｘ線回折

田中秀洋・若林克三・岩本裕之・雨宮慶幸・杉晴夫

（帝京大・医、阪大・基礎工、高エネルギー研）

５９．兎生筋の小角Ｘ線回折ダイアグラムへの温度の効果

秋葉俊彦・広瀬恵子・富岡明宏・徳永万喜洋・鈴木理

豊島近・松元隆夫・佐伯喜美子・雨宮慶幸・若林鯉之

（東大・理、生理研、高エネルギー研）

６０．骨格筋アクチンの結晶の超高圧電子線回折及びコンピューター

グラフィックス

谷口美恵子・安東正敏・神谷芳弘（名大・理、豊田工大）

６１．顕倣覗下でアクチン繊維１本の運動をＣａ２．により制御する

本多元・明倉昌（名大・理）

６２．ｔｈｉｎｆｉｌ６ｍｅｎｔの構造安定性とcappin9protein

船浬高志・浅見容子・石渡信一（早大・理工）

６３．Ｆ一アクチン末端のサブユニット交換．調節タンパクとミオシン（ＡＴＰ）

の影響

御櫓広真・鈴木直哉（名大・理）
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都臨床研）

５１．軟体勘物平滑筋の’catch,収縮の機構

石井直方（東大・理）

５２．ポリスチレンマイクロビーズの動きをナノメーターの精度で計測する手法
について

上村憤治（東大・教養）

５３．１０，ＯＯＯｏｅの定常磁場が筋疲労に及ぼす影響一収縮持続時間と

グリコーゲン含有量からの検討－

玉木哲朗・竹倉宏明・吉岡利忠・中野昭一（東海大．医）

、６２．
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６４．蛍光ラベルをしたミオシンとＳ１のエキサイマー

ー海孝光・御檎広真（愛知県芸大、名大．理）
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６５．ミオシンのＡＴＰ結合部位の三次元位置

徳永万喜洋・須雇和夫・豊島近・若林健之（東大．理）
６６．ミノガイ閉殻筋の微細構造

松野・久我浩人・川口四郎（島根大．理、川崎医短大）

６７．単頭ミオ･シンは力を発生できる

原田慶恵・岸野晶祥・柳田敏雄（阪大・基礎工）
６８．筋肉の最小機能単位

柳田敏碓・EwaProchniewicZ-Nak6y8ma・原田慶恵

（阪大・基盤工）

６９．ミオシン双頭の共働性

宮田真人（阪大・理）

７０．筋線維内ミオシン頭部のスピンラベル軽鎖ＬＣ２の角度

・荒田敏昭（阪大・理）

７１．’。Ｏ交換反応によるアクトミオシンＡＴＰａｓｅ反応機構の解析

安居光（阪大・理）

７２．電顕によるミオシンのアクチン架槽部位の同定

若嶋勝（阪大・理）

７３．Ｃ､eie9ansミオシンの構造と機能

谷井一郎（阪大・理）

１ア言１０～１ｅ宝１○

７４．ニワトリ砂のう筋ミオシンの反応性チオール基

尾西裕文（国立循環器病センター）

７５．サブフラグメントー１の５０ｋペプチド領域に存在するＳＨ基の機能

亀山恒夫・石井美淫子（順天堂大・医）

７６．ミオシンＳ－１ＡＴＰａｓｅの２０ｋ－２６ｋ化学架桧

平塚寿章（旭川医大・医）

７７．平滑筋ミオシン重鎖の一次構造．高次構造

柳沢正史・桂川吉作・今村道博‘浜田義磁・三川隆

真蛸知生（筑波大・基礎医、基生研、生理研）

７８．平滑筋ミオシン菌鎖の分子稲と発生過程における発現

粕谷善俊・大室弘美・田中建志・今村道博・柳沢正史

真蛸知生（筑渡大・基礎医、東京都臨床研、埼玉県赤十字

血瀬センター）

７９．平滑筋ミオシン菌鎖の遺伝子

斉腰保・柳沢正史・浜田義厳・真崎知生（筑波大．基礎医

基生研）

８０．ショウジョウバエ変態時のミオシンＡＴＰａｓｅ活性変化

丸山工作・高檎澄子（千葉大・理）

８１．ミオシン頭部におけるＳＨＩからの光架檎

関根隆光・須頑典子・武野大策（順天堂大．医）

８２．ミオシン頭部から分離した機能ドメインの性質

岡本洋・関根隆光（順天堂大・医）

基礎医、

｡
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８３．肝細胞のミオシンについて

上野隈（順天堂大・医）

８４．ミオシン頭部のトボグラフィー
須藤和夫（東大・理）

８５．温血動物骨格筋の筋節長一張力関係
松村幹郎（川蛸医大・医）

多言三三巳<１Ｊ三ヨーア白一フ21＜＞

ｅ 三 ○ ○ ～ １０９＝○

８６．ｓ－１によるＡｃｔｉｎの束形成に現れる協同性

安藤敏夫（金沢大・理）

８７．ＤＡＣＭ修飾による、アクチンーミオシンinteractionに及ぼす骨格筋－，

平滑筋トロポミオシンの影響の検討

山口正弘・渡辺和子・中山雪麿（順天堂大・体育、日大．

理工、共立薬大・葉）

８８．ＥＤＣで架櫓したクロスブリッジによる筋張力発生

太和田勝久・江本由美子（九大・理）

８９．ミオシンＳ１（Ａ１）の１：１の不均一性：ＡＤＰカラムによる２分画

江本由美子、川村高紀・太和田勝久（九大ｎ理、エーザイ

筑波研）

９０．魚類ミオシンのＭｇ－ＡＴＰａＳｅのアクチン活性化とフィラメント

Ｊｆ成能

松浦基・今野久仁彦・新井健一（北大．水産）

９１．ミオシンのＳＨＩ付近の一次構造を持つ合成ペプチドとＦアクチンの結合

鈴木理恵・西則雄・戸倉清一．盛田フミ（北大．理）

９２．Ｎａｔｉｖｅ９ｅｌ電気泳動による平滑筋ミオシンのリン酸化の隈析

大室弘美・小浜一弘・神沼二真（都臨床研、東大．医）

９３．ホタテ員平滑筋Catch機構：ミオシンリン酸化による制御

相馬仁・笹田博彦・高嬉正行．盛田フミ（北大．理）

９４．２種の鶴砂のう筋ミオシンホスファターゼ

吉田幹暗・八木康一（北大・理）

１０き＝ＬＯ～１＝ｚｌＯ

９５．Ｃ－ｐｒｏｔｅｉｎに対する単クローン抗体

長谷川鯖・吉田幹暗・八木康一（北大・理）

９６．非筋細胞におけるアクチン長さ調節因子の存在様式

野々村禎昭・大見和宏・伊憩敏秀・海老沢徴（東大・医）

９７．プレアリンによるlvlyo6in‘HIvWI，Ｓｌのactin-activatedATPaseの活性化

滝戸次郎、野々村禎昭（三菱化成生命研、東大・医）

９８．心筋トロボニンＣの遺伝子

豊田直二・OabidBader・嶋田裕（千葉大・医、

コーネル大・医）
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１０４．Ｃａ２．によって誘起されるαーからβーコネクチンヘの変換

高檎興威・服部昭仁・辰巳隆一（北大．農）

１０５．β－アクチニン再訪

大沢匡毅・島岡伸。丸山工作・石渡信一（千葉大．理、

早大・理工）

１０６．α一アクチニンの構造と遺伝子

今村道博．有村知江子．浜田義雄．真崎知生（筑波大．

基礎医、基生研）

１０７．幼若骨格筋に存在するアクチン調節蛋白質

阿部洋志・大日方昂（千葉大．理）

１０８．ニワトリ心筋タンパク質の房室間差

大石正道・平林民堕（筑波大．生物）

１０９．アクチノゲリンとアクチンの結合部位の熊析

三村直稔・浅野朗（札幌医大．がん研）

１１０．パラミオシンは頭のないミオシン

香川弘昭（岡山大．理）

１１１．パラミオシンのリン酸化ペプチドの性状

渡部終五（東大・農）

９９．アカザラガイトロポニン５２ｋ成分のＴＮ－１としての性質

尾島孝男・西田情義（北大・水産）、

１００．トロボニンのカルシウム結合：トロポニンとＥＤＴＡ、ＥＧＴＡとの

相互作用

飯田荘象（名大・理）

１０１．カエル骨格筋トロポニンＣのカルシウム結合熱

今泉雅資・田之倉優・山田和広（大分医大・医）

１０２．カエル骨格筋収縮系に及ぼすトリフルオペラジン（ＴＦＰ）の効果

呉林なごみ・小川靖男（順天堂大・医）

１０３．カルモジュリンとトロポニンの相互作用（超遠心法による検討）

山本和彦（九州芸工大・保髄管理センター）
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１１２．弾性要素（コネクチン）の消失に伴う筋収縮特性の変化

樋口秀男（慈恵医大・医）

１１３．コネクチンについて

木村澄子・胡華・鈴木常夫・伊藤義治・樋口秀男

丸山工作（千葉大・理、慈恵医大．医）

１１４．温血勘物心室筋における細胞内ｐＣａ－張力関係とβ受容体、

muscarinic受容体刺激の効果

小西真人・栗原敏・岡崎修（慈恵医大．医）

１１５．LoosePatchcIamp法を用いた骨格筋興奮収縮連関の研究

北沢俊厳・堀内桂輔（順天堂大・医、慈恵医大・医）
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１１６．平滑筋スキンドフアイバーからのカルシウム放出
飯野正光・遠藤実（東大・医）

１１７．骨格筋筋小胞体のカフェインに対する不応期
越田信・大羽利治・堀田健（名市大９０?､

１１８．ＣＤＰＡ処理筋原繊維の性質について

・医）

森本幸生・大槻馨男（九大・塵）
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